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1.はじめに

わが国のグラウンドアンカー工は、技術導入され

てから約 50 年が経過した。土質工学会基準として

「アースアンカーの設計・施工基準」が昭和 52 年に

制定されてから、適切な設計・施工が成されるよう

改訂を繰り返され、現在では防食構造の向上及び健

全性調査の確立により、長期の安定化が図れるよう

になった。

しかしながら、高温、高酸性土壌の高腐食環境下

においては、防錆処理を施したグラウンドアンカー

でもテンドン、セメントペースト等の劣化が懸念さ

れているのが現状である。

このような条件でも施工できるよう開発を進め、

平成 5 年に（財）土木研究センターが公募した「地

すべり防止工事等におけるのり面安定のための、耐

久性に優れた新素材を用いたグラウンドアンカー技

術」で炭素繊維を用いたテンドン、ガラス長繊維を

用いた受圧板、樹脂製グラウトによるアンカー体の

造成の 3 工法で審査証明を取得した。これにより温

泉地すべり地等でも、グラウンドアンカーの施工が

可能となった。

この新素材アンカーの開発に向けて、平成 4年に

現場実証実験が行われた。現場は海岸部であり、腐

食しやすい環境での耐久性調査を行う事を目的とし、

打設したアンカーに緊張力を与えたまま放置した。  

そこで耐食・耐久性に優れた素材で構成されたグラ

ウンドアンカーが、当時から約 25年経過した現在、

機能を維持できているのか確認するため、引張試験

による耐力確認や外観調査を行った。

本稿では、新素材アンカーの概要、今まで行われ

た調査結果について報告する。

２．新素材アンカーの概要

本アンカーは、土木学会で品質が認められている

炭素繊維より線(以下 CFCC)を引張り材、定着具の

テンドングリップ、ナットにはステンレス材を用い

ている。引張り材には錆びない CFCC、テンドング

リップ、ナットには高耐久性を有するステンレス鋼

を採用しており、それぞれが腐食しない材質である

ため構造がシンプルであり、頭部の防錆剤も必要と

しない。

また、油脂類を使用していないため、環境にも配

慮されたアンカーである。

図-1 テンドン構造図

本アンカーは、「グラウンドアンカー設計・施工基準」

においては、高腐食環境下で使用できるアンカーで

ある、防食構造Ⅲに分類される。

表-1 アンカーの防食構造

３．テンドンの暴露試験

CFCC が高腐食環境下でも長期的に安定した性能

を維持できることを確認するために、温泉地すべり

地である大分県別府市明礬地区において CFCC を 5

年間の孔内暴露及び屋外暴露をし、それらを試験体

として引張り試験を実施し、PC鋼より線との強度比

較を行った。

CFCC においては、孔内、屋外ともに 5年間経過し

ても、規格引張荷重を十分に得られていた。それに



対し、PC 鋼より線は腐食が著しく孔内暴露の試験体

は 3 年以降、屋外暴露の試験体は 4 年目以降には劣

化により、試験を行う事が不可能であった。

図-2 試験体の強度変化（屋外暴露）

現在でも明礬温泉と万座温泉で、屋外による長期

暴露を実施している(写-1)。

写-1 屋外暴露実施状況（万座温泉）

４．既存アンカーの調査結果

4-1 試験アンカーの概要

現場実験は平成 4年に、アンカー全体の力学性能

及び施工性の調査をするため、アンカーを12 本打設

し、ストランドの破断強度や定着用膨張材（テンド

ングリップ）の実証実験等が行われた。

試験地は日本海海岸より約 200m に位置している。

アンカー打設高さは海面より 10m 程度であり、強風

や高波により飛沫による塩害の影響も懸念される位

置である。

打設したアンカーの中で、何年か経過した後にア

ンカーの耐久性調査を行う事を目的に、緊張力を与

えた状態で 3本のアンカーを放置した。

本試験では、そのアンカーをジャッキで載荷し、

アンカーの変位や変状を確認する事とした。

4-2 外観調査

既存アンカーは、キャップ内防錆剤が充填されて

いない状態で放置されていたが、アンカー頭部は腐

食もなく、浮き錆もない健全な状態を維持していた

（写-2）。

その後キャップを外したまま約 6ヶ月放置し、再

度頭部の状況を確認した。その際にナットを取り外

し、定着具周りの状況を確認したが、以前と変わら

ず、健全な状態であった(写-3)。

写-2 アンカー頭部 写-3 アンカー頭部

4-3 引張試験のよる耐力確認

引張試験を実施した結果、リフトオフ荷重におい

ては極端な荷重低下は見られず、0.85Pt～0.98Pt と

いう結果であった（表-2）。

またリフトオフ確認後、546kN まで載荷を続けた

が、変位傾向は安定していた事から、引張り材の損

傷等はないものと判断する。

表-2 試験結果一覧

５．おわりに

既存アンカーの現状調査では、施工後 25 年経過し、

且つ海岸部に残置したアンカーにもかかわらず、非

常に良好な状態を保っていた。

新素材アンカーは、現在、温泉地すべり地での施

工実績が多数である。本アンカーの引張り材は、耐

酸性、耐熱性に優れている他、非磁性、軽量という

特徴を持つ。また防食油としての油脂類を使用して

いない事から環境面にも優れている。

今後、暴露試験や既存アンカーの調査を継続し、

長期耐久性を確認するとともに、新素材アンカーの

効果が発揮される、特殊条件下での施工の検討を進

めていきたい。
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